
（３）　平成２３年１１月１５日　　第１９１号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　右京区版 市　民　し　ん　ぶ　ん　右京区版　　 第１９１号　　平成２３年１１月１５日　（２）

右
京
区
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

ご
存
知
で
す
か
? 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

10
月
15
日
、
京
都
会
館
で
自
治

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
明
治
31
年
の
こ
の
日
、

市
民
に
よ
り
市
長
が
初
め
て
選
任

京
都
・
嵐
山
花
灯
路-

２
０
１
１

　

右
京
区
内
の
防
災
関
係
機
関
で
構
成
す
る
右
京
区
防

災
会
議
で
は
、
住
民
の
皆
様
と
の
連
携
強
化
を
図
る
た

め
、
直
下
型
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た
「
右
京
区
総
合

防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

12
月
４
日(

日)

午
前
９
時
〜
正
午
頃

場
所　

京
都
市
立
高
雄
小
学
校

訓
練
の
内
容　

土
砂
災
害
救
出
訓
練
や
応
急
救
護
訓
練

な
ど
を
予
定
。

＊
今
年
度
は
高
雄
学
区
の
皆
様
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。

お
問
合
せ　

総
務
課　

☎
861
・
１
７
８
４

　

災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
際
、
被
災
者
に
対
す
る
支

援
や
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
図

る
う
え
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
支
援
活
動
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
平
成
19
年
９
月
に
右
京

区
社
会
福
祉
協
議
会
と
右
京
区
役

所
の
間
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支

援
活
動
を
組
織
的
か
つ
効
率
的
に

展
開
で
き
る
よ
う
、
被
災
地
で
の

活
動
拠
点
と
な
る
「
右
京
区
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
・
運
営
に
関
す
る
覚
書
を
結
び

ま
し
た
。

　

「
右
京
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
は
、
災
害
時
に
多
数

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
が
必
要

と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
右
京
区
役

所
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
右
京

区
社
会
福
祉
協
議
会
が
区
内
に
設

置
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で

は
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
入
れ
や
支
援
活
動
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
う
活
動
拠
点
と
し

大
会
当
日
は
、
自
動
車
を
使
用
し
な
い

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
３
６
６
・
０
３
１
４

京
都
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
2

平
成
24
年
３
月
11
日（
日
）開
催

町
内
会
の
承
諾
の
も
と
、
地
域
の

ル
ー
ル
（
ト
イ
レ
の
設
置
や
餌
や

り
方
法
な
ど
）
に
基
づ
い
て
適
切

に
管
理
さ
れ
て
い
る
「
野
良
猫
」

を
、
家
庭
動
物
相
談
所
で
社
団
法

人
京
都
市
獣
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
無
償
で
避
妊
・
去
勢
手
術
を
実

施
し
、
手
術
後
は
「
ま
ち
ね
こ
」

と
し
て
地
域
で
飼
育
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

右
京
区
で
は
す
で
に
４
つ
の
地

域
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
活
動

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
「
野
良
猫

が
増
え
て
困
っ
て
い
る
」
、
「
庭
に

フ
ン
を
さ
れ
、
ひ
ど
い
臭
気
で

困
っ
て
い
る
」
な
ど
の
相
談
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
野
良
猫
の
繁
殖
を
防

ぎ
、
頭
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

で
、
鳴
き
声
が
静
か
に
な
る
、
フ

ン
の
被
害
が
減
少
す
る
な
ど
の
効

果
も
期
待
で
き
る
施
策
と
し
て
、

「
ま
ち
ね
こ
活
動
支
援
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
住
民
の
合
意
と

　

世
帯
数
の
減
少
に
伴
い
全
学
区
民

約
60
名
の
７
割
が
高
齢
者
と
な
り
ま

し
た
。
９
月
18
日
、
水
尾
小
学
校

（
休
校
中
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

た
ふ
れ
あ
い
区
民
運
動
会
で
は
、
高

齢
者
も
参
加
し
や
す
い
競
技
種
目
を

用
意
。
３
名
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
家
族
も
加
わ

り
小
規
模
な
が
ら
も
あ
た
た
か
い
雰

囲
気
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
自
分
た
ち
の
子
ど
も
は
水
尾
か

ら
出
た
け
ど
、
行
事
の
度
に
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
や
、
学
生
さ
ん
が
参
加
し
て

く
れ
る
の
は
嬉
し
い
」
と
81
歳
の
元

気
な
参
加
者
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

き
っ
か
け
で
水
尾
に
来
る
こ
と
に

な
っ
た
大
学
院
生
は
「
自
分
の
楽
し

み
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
来
年
は

も
っ
と
多
く
の
学
生
を
誘
い
た
い
」

と
意
欲
的
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
で
良
い
汗
を
流
し
た
あ
と

は
、
輪
に
な
っ
て
敬
老
食
事
会
を
行

い
、
運
動
会
の
結
果
を
振
り
返
り
な

が
ら
楽
し
く
談
笑
。

　

水
尾
の
山
々
に
３
世
代
、
４
世
代

の
明
る
い
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
運
動
会

と
な
り
ま
し
た
。

▼
お
問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人

京
都
市
右
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

☎
865
・
８
５
６
７

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
社し

ゃ

協き
ょ
う

準
備
も
競
技
も
全
員
参
加
の
「
ふ
れ
あ
い
区
民
運
動
会
」

　

地
域
文
化
会
館
と
地
域
の
文
化

芸
術
団
体
と
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
の
皆
様
に
魅
力
あ
る
舞
台
芸

術
を
披
露
す
る
公
演
の
開
催
や
子

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
23

年
度
右
京
ふ
れ
あ
い
文
化
会
館
の

パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
は
、「
京
都
ウ

イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
「
Ｎ

Ｅ
Ｏ
吹
奏
楽
団
」
で
す
。

日
時　

 

11
月
23
日
（
水
・
祝
）　

午
後
２
時
〜

（
開
場　

午
後
１
時
30
分
）

場
所　

京
都
市
右
京
ふ
れ
あ
い
文

化
会
館
（
右
京
区
太
秦
安
井
西
裏

町
11
|

６
）

内
容

１
部　

京
都
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
企
画
ス
テ
ー
ジ

　

指
揮
を
し
て
み
よ
う
、
サ
ウ
ン

ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
レ
ク

シ
ョ
ン

２
部　

桂
徳
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
教
室

「
野
良
猫
を
ま
ち
ね
こ
へ
」 

〜
京
都
市
ま
ち
ね
こ
活
動
支
援
事
業
〜

日
時　

平
成
24
年
1
月
16
日(

月)

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
50
分

場
所　

京
都
外
国
語
大
学
森
田
記

念
講
堂

ア
ク
セ
ス

市
バ
ス
「
京
都
外
大
前
」
で
下
車

講
師　

佐
渡　

裕
氏

（
右
京
区
出
身
の
指
揮
者
）

対
象　

京
都
市
に
在
住
、
通
勤
又

は
通
学
し
て
い
る
方

入
場
料　

無
料

定
員　

800
名(

多
数
の
場
合
は
抽

選)

水尾社協

お
問
合
せ　

総
務
課　

☎
861
・
１
７
８
４

社
会
福
祉
法
人　

京
都
市
右
京
区

社
会
福
祉
協
議
会　

☎
865
・
８
５
６
７

◆
パ
ネ
ル
展
示

　

区
役
所
１
階
区
民
ロ
ビ
ー
で
、

DV(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス)

な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
に
つ
い
て
考
え
る
パ
ネ
ル
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

＊
DV
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど

親
密
な
関
係
に
あ
る
男
女
間
に
お

け
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

日
程　

11
月
11
日(

金)

〜
25
日

(

金)(

土
日
・
祝
を
除
く)

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

お
問
合
せ　

市
男
女
共
同
参
画
推

進
課　

☎
222
・
３
０
９
１

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か
？

「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」

　

「
こ
こ
ろ
の
病
」
は
、
今
日
、
決

し
て
珍
し
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
調
査
に
よ
る
と
、
何
ら
か
の

「
こ
こ
ろ
の
病
」
に
か
か
っ
た
こ
と

の
あ
る
人
は
17
.
2
％
に
の
ぼ
り
、

誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

右
京
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
行
政
機
関
の
ほ
か
、
保

健
協
議
会
な
ど
の
地
域
住
民
団
体
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
医
療
機
関
、
共

同
作
業
所
や
家
族
会
な
ど
に
よ
り
平

成
13
年
に
設
立
さ
れ
、
地
域
で
の
学

習
会
や
交
流
会
・
情
報
紙
の
発
行
な

ど
を
通
し
て
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
へ

の
関
心
を
高
め
、
こ
こ
ろ
に
病
を
も

（
午
後
１
時
15
分
〜
）

②
メ
タ
ボ
ビ
ク
ス
体
験

（
午
後
３
時
30
分
〜
）

③
活
動
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示

（
午
前
11
時
〜
）

④
自
主
製
品
の
販
売
な
ど

（
午
前
11
時
〜
）

⑤
歯
の
健
康
コ
ー
ナ
ー

（
午
後
１
時
30
分
〜
）

場
所　

サ
ン
サ
右
京　

①
②
５
階
大

会
議
室
、
③
〜
⑤
1
階
区
民
ロ
ビ
ー

お
問
合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
課

母
子
・
精
神
保
健
担
当

☎
861
・
２
１
７
９

京北地域の市外局番が
12月１日(木)に「0771」から「075」へ変わります

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

応急救護訓練の一例

みんなで守ろう！わたしたちのまち右京

組
織
イ
メ
ー
ジ

被　
　

災　
　

者

①設置要請

②設置・運営②設置・運営

③参集④ニーズ把握、情報収集

⑤ボランティア派遣

右京区災害

ボランティア

センター

右京区社会

福祉協議会
右京区災害

対策本部

（区役所）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

「
私
の
子
育
て
こ
れ
で

い
い
の
？
」
の
不
安
に
こ

た
え
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
も
親

子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
15
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

壬
生
保
育
所
２
階
ホ
ー
ル

内
容

手
あ
そ
び
や
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

子
育
て
に
つ
い
て
み
ん
な
で
お
話
な
ど

申
込
み
・
お
問
合
せ

壬
生
保
育
所　

☎
801
・
５
０
８
３

弓
削
保
育
所　

☎
０
７
７
１
・
54
・
０
１
５
０

（
12
月
1
日
以
降
弓
削
保
育
所
は
、

☎
854
・
０
１
５
０
に
変
わ
り
ま
す
。）

子どもを共に育む京都市民憲章〈抜粋〉
わたくしたちは、
一  子どもの存在を尊重し、かけがえのない命を守ります。
一  子どもを育む喜びを感じ、親も育ち学べる取組を進めます。

　京北地域（旧京北町）については、電話番号市外局番が「0771」となって

いますが、12月１日（木）から「075」に変更されます。４桁目は「８」と

なり、下６桁は変わりません。

　これにより、京北地域と他の京都市域の間が市外通話料金から市内通話

料金になるとともに、京北地域内については電話基本料金も変わります。

　看板、印刷物などに記載された電話番号の修正や関係先への変更連絡は

各自で行っていただく必要がありますので、ご準備ください。

＊宕陰地域は、局番の変更はありません。

▶変更前　
　0771-●●-○○○○

変更後　
　075-8●●-○○○○

変更後の京北出張所
電話番号
代表　
☎075-852-0300
庶務担当
☎075-852-1811
市民窓口担当
☎075-852-1812
福祉担当
☎075-852-1815
保健担当
☎075-852-1816
FAX 075-852-1800

お問合せ　
市地域づくり推進課
☎222-3049

　

詳
細
や
手
続
き
に
つ
い
て
は
保

健
セ
ン
タ
ー
衛
生
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
合
せ　

衛
生
課

☎
861
・
２
１
８
７

申
込
方
法　

京
都
い
つ
で
も
コ
ー

ル(

４
面
上
部
参
照)

＊
事
前
申
込
制

申
込
期
間　

11
月
15
日(

火)

〜

12
月
26
日(

月)

主
催　

右
京
区
民
ふ
れ
あ
い
事
業

実
行
委
員
会
、
右
京
区
地
域
啓
発

推
進
協
議
会
、
右
京
区
役
所

協
賛　

右
京
区
制
80
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会

お
問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
861
・
１
２
６
４

右
京
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

 
 
11
月
29
日（
火
）に
交
流
学
習
会
開
催

自
治
記
念
式
典
を

開
催

（
マ
ル
・
マ
ル
・
モ
リ
・
モ
リ
、

大
き
な
古
時
計　

な
ど
）

最
後
に
、
合
同
演
奏

定
員　

452
名

参
加
費　

無
料

主
催　

京
都
市
右
京
ふ
れ
あ
い
文

化
会
館
、
京
都
市
、
京
都
ウ
イ
ン

ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

お
問
合
せ　

京
都
市
右
京
ふ
れ
あ

い
文
化
会
館　

☎
822
・
３
３
４
９

文
化
芸
術
活
性
化
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
あ
！
指
揮
し
て
み
よ
う
！
〜
桂
徳
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
教
室
と
共
に
〜

つ
人
の
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

「
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
を
も
て

る
ま
ち
・
右
京
」
を
目
指
し
、
一
人

ひ
と
り
が
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、

必
要
な
と
き
に
気
軽
に
相
談
で
き

る
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
取
組
を

今
後
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
29
日
に
は
、
サ
ン
サ
右
京
で

交
流
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
予
約

不
要
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
交
流
学
習
会
に
つ
い
て

内
容
・
時
間

①
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
の
精
神
科

医
の
講
義
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク

京都外国語大学
京都外国語短期大学

花園大学

京都光華女子大学
京都光華女子大学短期大学部

京都嵯峨芸術大学
京都嵯峨芸術大学短期大学部

て
、
き
め
細
か
い
被
災
者
支
援
活

動
を
行
い
ま
す
。

さ
れ
、
市
役
所
を
開
庁
し
た
こ
と

を
記
念
す
る
も
の
で
、
昭
和
33
年

に
こ
の
日
が
「
自
治
記
念
日
」
と

定
め
ら
れ
て
以
来
、
毎
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
市
政
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
個
人
及
び
団

体
に
対
し
て
、
門
川
市
長
か
ら
表

彰
状
が
贈
呈
さ
れ
、
右
京
区
か
ら

は
、
129
名
と
72
団
体
の
功
績
が
た

た
え
ら
れ
ま
し
た
。

▼
お
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進

課　

☎
861
・
１
２
６
４

式典の様子

写
真
提
供
／

京
都
・
花
灯
路
推
進
協
議
会

壬生保育所

京
都
市
初
！　

地
域
ゆ
か
り
の
７
大
学（
短

期
大
学
部
含
む
）と
区
役
所
が
協
定
を
締
結

「一発ストライク」に参加の敬老者

参加者
募集

右
京
区
制
80
周
年
記
念
事
業
・
右
京
区
人
権
啓
発
事
業

「
右
京
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す

こ
ど
も
と
お
母
さ
ん
の
育
ち
教
室
　

第
5
回
「
ゆ
っ
く
り
子
育
て
知
恵
袋
」

　

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
京

都
・
嵐
山
花
灯
路
。
今
年
も
渡
月

橋
周
辺
や
竹
林
の
小
径
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、
寺
院
・
神
社
な
ど
の
特

別
拝
観
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
催
さ

れ
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
歴
史
的

文
化
遺
産
に
恵
ま
れ
た
嵯
峨
・
嵐

山
地
域
の
普
段
と
は
違
う
幻
想
的

な
姿
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
灯

り
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た
初
冬
の
嵐

山
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
９
日
（
金
）
〜
18
日

（
日
）

点
灯
時
間　

午
後
５
時
〜
午
後
８

時
30
分

（
雨
天
決
行
）

▼
お
問
合
せ

京
都
・
花
灯
路
推
進
協
議
会　

☎
212
・
８
１
７
３　

援
制
度
対
象
事
業
）

●
「
右
京
子
育
て
サ
ロ
ン　

サ
ン

サ
に
こ
に
こ
広
場
」（
京
都
光
華

女
子
大
学
短
期
大
学
部
）
事
業
へ

の
協
力

●
「

ゆ

か

た

d
e

楽

し

む

サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

〜
音
楽

の
夕
べ
＆
盆
踊
り
〜
」
へ
の
参
加

　

ス
テ
ー
ジ
出
演
（
京
都
外
国
語

大
学
）、
ブ
ー
ス
出
展
（
京
都
光

華
女
子
大
学
短
期
大
学
部
）、
記

念
う
ち
わ
の
デ
ザ
イ
ン
協
力
及
び

あ
ん
ど
ん
制
作
（
京
都
嵯
峨
芸
術

大
学
）

●
「
ぐ
る
り
ん
こ
京
北
」
事
業
へ

の
協
力
（
花
園
大
学
）

　

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
「
ぐ
る
り

ん
こ
京
北
」
の
実
行
委
員
会
へ
の

参
画
と
、
京
北
校
地
で
の
坐
禅
体

験
な
ど
の
協
力

◆
大
学
公
開
講
座
の
広
報
支
援
及

び
各
大
学
と
区
役
所
と
の
共
催
リ

レ
ー
講
座
の
実
施
の
検
討

　

各
大
学
が
実
施
す
る
公
開
講
座

に
つ
い
て
、
区
役
所
が
広
報
支
援

を
行
い
、
区
役
所
が
把
握
す
る
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
盛
り
込
み
、
共
通

の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
リ
レ
ー
講

座
の
実
施
を
検
討

◆
専
用
の
配
架
棚
の
設
置
な
ど
情

報
の
受
発
信
の
連
携

　

区
役
所
に
各
大
学
の
広
報
物
を

配
架
す
る
専
用
の
棚
を
設
け
、
各

大
学
に
行
政
の
広
報
物
を
配
架
す

る
棚
を
設
置
す
る
な
ど
、
情
報
の

受
発
信
で
の
連
携

▼
お
問
合
せ　

総
務
課　

☎
861
・
１
７
８
４

　

11
月
４
日
、
門
川
大
作
京
都
市

長
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
地
域
ゆ

か
り
の
７
大
学
（
京
都
外
国
語
大

学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学
、
京

都
光
華
女
子
大
学
・
京
都
光
華
女

子
大
学
短
期
大
学
部
、
京
都
嵯
峨

芸
術
大
学
・
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学

短
期
大
学
部
、
花
園
大
学
）
と
右

京
区
役
所
と
の
間
で
、
右
京
区
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
包
括
的
に

連
携
す
る
た
め
の
協
定
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
の
締
結
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
人
材
や
知
識
、

情
報
、
施
設
な
ど
の
資
源
を
活
用

し
て
相
互
に
連
携
・
協
力
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
右
京
区
の
更
な
る

発
展
を
図
り
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
山
ノ
内
浄
水
場

跡
地
へ
の
大
学
誘
致
の
進
展
な
ど

も
見
据
え
な
が
ら
、
大
学
と
区
役

所
行
政
と
の
連
携
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
複
数
の
大
学
と
区
役
所

と
に
よ
る
包
括
的
な
協
定
の
締
結

は
、
京
都
市
で
初
め
て
の
取
組
と

な
り
ま
す
。

（
具
体
的
な
取
組
の
例
）

◆
区
役
所
や
地
域
の
事
業
な
ど
へ

の
参
画

　

事
業
な
ど
に
、
大
学
・
学
生
の

参
画
を
積
極
的
に
推
進
し
、
大
学

の
知
恵
と
学
生
の
若
い
力
を
生
か

し
な
が
ら
、
地
域
の
福
祉
や
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
、
大
学
の
活
性
化

や
教
育
研
究
活
動
の
充
実
を
図
る
。

（
こ
れ
ま
で
の
取
組
例
）

●
愛
宕
古
道
街
道
灯
し
（
京
都
嵯

峨
芸
術
大
学
「
ア
タ
ゴ
ー
ズ
」）

の
実
施
（
右
京
区
ま
ち
づ
く
り
支

援
制
度
対
象
事
業
）

●
学
生
と
区
民
が
つ
く
る
エ
コ
タ

ウ
ン
う
き
ょ
う
（
京
都
光
華
女
子

大
学
「
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
」）

の
実
施
（
右
京
区
ま
ち
づ
く
り
支


